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X線分光撮像衛星XRISMは 2022年度に打ち上げ予定であり、0.4–13 keVの帯域での観測を行う望遠鏡 (XMA)
と裏面照射型CCD(SXI)を合わせた軟X線撮像装置Xtendを搭載する。人工衛星内部から発生したアウトガスに
よるコンタミネーションが、−120◦Cまで冷却する CCDに付着することでX線を吸収しX線強度の低下を引き
起こす。そこで、衛星内部とCCDを物理的に切り離す対策が不可欠であり、XRISMでもCCDを格納する SXI
の X線入射窓に Contamination Blocking Filter (CBF)を取り付ける。CBFは、40 nmと 80 nmのアルミニウ
ムで 200 nmのポリイミドを挟み込む 3層構造であり、紫外線と可視光を遮蔽する役割も同時に担う。ただし、
CBFも Xtendの観測帯域で X線を吸収するため、検出器の校正データとしてあらかじめ CBFの X線透過率を
測定することが必要である。本研究では、KEKの BL-11A、BL-11Bで CBFに 0.15–3.00 keVの X線照射実験
を行なった。その結果から、CBFの X線透過率と厚さを導出した。また、炭素、窒素、酸素、アルミニウムの
XAFSを含めたX線透過率関数を導出した。本講演ではそれらの結果について報告する。


